
粛3 回 アシヨカ ･ フ ェ ロ ー ･ スピ ー カ ー シリ ー ズ

｢ 股社団法人アシヨ か ジャパン 嵐 深刻か つ 差し迫っ た社会問題に対｣ 斬新なアイデアで問題解決ないしはその軽減に向けて取り組んで いる
｢ アシ ヨか フェ ロ

ー

｣ を世界中から招き､ 彼らの アイデアと取り組みを紹介する 掛 金｢ アシ ヨ か フェ ロ
ー
･

ス ピ
ー

カ ー

シリ ー ズ｣ を開催していまも

大11 月5 日 胴)
分
1 8 :3 0 ～ 2 0 :3 0( 開喝 1 8 :0 0)
立命館アジア太平洋大学
ミレニ アムホ

ー ル

凪 臨1 m ei b n A 阻 粗 放 U - u ∇e m り

参加黄: 無料 逐次通訳

宮11 月7 日 ㈱
1 5 :0 0 ～ 1 7 :3 0 (湘傾= 4 :3 0)
東北大学

経済学部第三講義室
n )h o k u U n l V e r Sity

参加費: 無料 逐次通訳

▼

京
都

11 月1 0 日 出
1 3 :3 0 ～ 1 5 : 3 0( 開場 1 3 :0 0)

京都大学

芝蘭会館別館 2 階研究室
K
y
o t o U n l V e r Sit

y

参加黄: 無料 逐次通訳

兼1 1 月1 1 日(日)
京 1 4:0 0

～

1 7 :0 0( 開場 1 3 :3 0)

慶應義塾大学 北館ホ
ー

ル
K ei o U n i v e B i 中

春加黄:社会人2 0 00 円/学生1 0 0 0 円

同時通訳

T h e 3 r d A S H O K A F E LL O V V S P E A K E R S E RIES

D i s a bi】ity a 忠言望盟最悪

Ål Et m a n s ki
スピ ー カ ー 紹介

アル ･ エ トマンスキ/ AI Et m a n ski

(カナダ/2 00 2 年フェ ロ ー

選出) 人生設計支援ネットワ
ー

ク

(P[a n n e d Lif e ti m e A d v o ⊂a N e t w o rkニP L A N)代表

アル
･ エトマ ンス ♯氏は｢内側に 傍された才能と情熱を見出す｣ というア プローチ に

よっ て､ 約20 年にわたり
､ 障害者 に生きる希望と夢を持たせ､ その 家族同士をつ な

げる活動を行っ てきた｡ 社会変革や社会的起業に イン パクトと持続性を持たせる こ

とを目的としたソ
ー

シ ャル イ ノ ベーシ ョン ･ ジ ェ ネ レーシ ョン(Sj G) の創設者の 一 人

で もある｡ 著書の『A G o o d Lif e - F o r y o u a n d y o u r R eE a ti v e v再h a D is a b ‖ity (障害を
持つ 家族とあなたが良い人生を送るために)』『S af e a n d S e ⊂U r e (安心と保障)』は､

カナダでベス トセラ ー となっ た｡ 2 0 02 年にアシ ヨカ ウ エ ロ ー

に選出される｡

同氏の 活動の特徴は ､ 障害 を待 っ た子 供の自立促進だけでなく､ そ の 保護者の

負担軽減にも 向けられるところにある｡ 子 供に は､ ｢ 潜在する才能と情熱に着目し､
それ に適したコ ミュ ニ ティ で支援する｣ た めに｢ 障害｣ を意識する ので は なく､ 個々

の才能を最も伸ばせる頓に連れ出し､ そ こで何らかの活動がで きるように導く｡

また
､ 日頃から｢自分が死んだら我が子はどうなる の か｣ という不 安感や孤独感を抱

く保護者に向けて｢ 障害者積立基 金｣ を 設立 し､ 同じ境遇を持 つ 人同士 の 相互扶助

環境を作っ た｡ これは｢障害を持つ 子供と保領者の両方をコ ミュ ニ ティ によっ て支

壊する｣ という方法を確立 しただけで なく､ カナダに おい て日本円で 推定6 兆円 に

もなる新たな民間年金市場 の創出に つ ながり､ 国 家による障害者支援 から完全 に

自立 しうる新しい アプロ ー

チ を提唱した｡

ナビゲ ー タ ー 紹介(東京会場のみ)

横尾長英 / 侮 Shi e Y o k o o
(日本 ユ ニ バ ー サルデザイン研究機構理事長)

イギリス､ カナダ留学を経て､ 1 7 歳 で 慶応義塾大学 に入 学､

2 1 歳で 卒兼｡ ユ ニ バ ー サル デザイン教育の 第
一 人 者｡ 独自の

研究活動やプロ ジェ ク ト実績を基盤 に､ 2 0 0 0 年に 日本 ユ ニ

バ
ー サル デザイン研究機構を創設し､ 2 0 0 3 年に 特定非営利活

動法人として法人化｡ 同時 に理事長に就任｡

横尾氏は､ あらゆる問題の核心を見 つ け 出し､ 解決に 導くスキ

ルを､ ひ とりで も多くの 人が持てば世の中の 向上 につ ながると

考える｡ そ の 目標の ために､ 組 織の 構造 や仕組みを論理 的に

理解し､ そ こに 関わる人間の心理を解明す るス キルの 習得
を織り込ん だ独自の解決メ ソ ッ ドを編み 出し､ ｢ ユ ニ/ ト サ
ル デザイン コ ー ディネータ検定｣ という責格･ 研修体系にまとめ

あげた｡

過去11 年 間で8 万 を超える人たちを指導 し､ 検定に 合格した

約乙000 人が様々な問題 に取り組む ｢問題解決 のイ/ べ一ク
ー

｣

として巣立っ ている｡ その 中には 障害者も数多く含まれ る｡

調満会のお申し込みはこちらへ
http://bit .1 y/ Q 7 0 2 D P

h tt p明ap a n .a s h o k a . 0 rg

アショカ･ ジャパン紹介

アシヨカ は､ 1 9 即 年に発足した世界最大の ソーシ ャル ･

ア ントレプレナ ー (社会起業家) のネットワ ー

クですっ
こ れ まで 世界8 0 カ 国以 上 で 活躍する約2 . 8 0 0 人の
ソ

ー

シ ャル
･

アントレプレナ ー

を｢ アシヨカ･ フェ ロ ー

｣ と
して認定 し､ 生活費の 擾助､ 法律･ マ ー ケテイ ング等々の
専門的サ ー ビス握 供､ フェ ロ ー 同士の 連携などの支援

を行っ てきました｡ アシヨカ ･

フ = ロ
ー たちの アイ デアは

､ 世界中で 政府の政策などに採用きれており､ 様々な 社
会の変革を実現して います｡

ア シヨ か ジャ パ ンは ､ ア シヨカ の 東アジ ア最初の拠点
として

､
2 0 1 1 年 に発 足しました｡

削 椚帽

共催: 京都大学グロー/くル生存 苧大学院プロ グラム
東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター
東北大学経済学部非営利組経論ゼミナ

ー ル

慶應麓塾大学大学院政策 ･ メディア研究科社 会イノベータコース

ァシ ョ か ジャパン提携企業= みずほ銀行 M I Z l 11 0
一

般社 団法人 アショカ ･ ジャパ ン
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